
★
３
年
た
っ
た
ら

誰
で
も
正
社
員
に

派
遣
は
本
来
一
時
的
な
も
の
で

あ
り
、
１
年
以
上
同
一
企
業
で
働

い
た
人
は
派
遣
先
が
雇
用
す
る
の

が
基
本
で
す
。
最
長
で
も
３
年
間

同
じ
職
場
で
働
い
た
人
は
誰
で
も
、

派
遣
先
が
雇
用
す
る
と
い
う
ル
ー

ル
が
必
要
で
す
。

★
契
約
打
ち
切
り
に
は

合
理
的
な
理
由
を

派
遣
さ
れ
て
わ
ず
か
数
日
で
打

ち
切
り
と
い
う
よ
う
な
、
無
法
が

大
企
業
で
ま
か
り
通
っ
て
い
ま
す
。

契
約
期
限
前
の
打
ち
切
り
に
は
契

約
満
了
ま
で
の
賃
金
を
支
払
わ
せ
、

契
約
更
新
を
繰
り
返
し
て
い
た
派

遣
社
員
の
打
ち
切
り
に
は
、

整
理
解
雇
の
４
要
件
な
ど
の

合
理
的
な
理
由
を
求
め
ま
し
ょ

う
。

★
派
遣
先
企
業
（
日
立
）

の
最
低
賃
金
保
証
を

日
立
の
最
低
賃
金
は
20
歳
で
１

５
万
２
６
０
０
円
、
40
歳
で
２
１

万
９
０
０
０
円
で
す
。
派
遣
社
員

の
賃
金
が
残
業
な
し
で
も
、
こ
の

金
額
を
下
回
ら
な
い
こ
と
が
、
生

活
の
た
め
に
必
要
で
す
。

★
年
休
の
自
由
な
取
得
と

一
斉
年
休
に
特
別
手
当
を

年
休
は
派
遣
社
員
で
あ
っ
て
も

労
働
基
準
法
で
保
証
さ
れ
た
権
利

で
す
。
年
休
取
得
に
対
す
る
派
遣

先
・
派
遣
元
の
い
や
が
ら
せ
は
違

法
行
為
で
す
。
ま
た
夏
休
み
な
ど

の
一
斉
年
休
は
、
年
休
の
少
な
い

派
遣
社
員
は
欠
勤
扱
い
さ
れ
収
入

ダ
ウ
ン
と
な
り
ま
す
。
年
休
に
見

合
っ
た
特
別
手
当
の
支
給
を
検
討

す
べ
き
で
す
。

★
仕
事
・
安
全
の
教
育
を

派
遣
社
員
は
派
遣
先
で
ま
と
も

な
教
育
も
受
け
な
い
ま
ま
仕
事
を

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
派
遣
社
員
の
労
働
災
害
が
増

え
て
い
る
こ
と
も
、
安
全
教
育
が

な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

原
因
が
あ
り
ま
す
。
派
遣
社
員
も

正
社
員
と
同
等
な
教
育
を
受
け
さ

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
労
働
組
合
へ
組
織
を

派
遣
社
員
の
労
働
条
件
が
低
い

理
由
に
、
労
働
組
合
に
ほ
と
ん
ど

入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

派
遣
社
員
の
労
働
条
件
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
労
働
組

合
に
団
結
し
て
運
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇
★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

●お金節約の第一歩
♪携帯で家計簿★

近頃の若い人、貯金してますか？

毎月の収入は残業手当等で増減しますが、私の場合、給料

日前にはほとんどお金が残っていません。大きな買い物はし

ていないし、お金のかかる趣味もありませんが、何も気にせ

ず好きな様にお金を使っているので、貯金は一向に増えませ

ん。このままではいけないと思い、最近になって携帯電話に

ダウンロードした家計簿ソフトで、毎日の出費を記帳するこ

とにしました。過去にも家計簿に挑戦したことはありました

が、レシートをとっておいて後でまとめて記帳したり、レシー

トがもらえなかった買い物の金額を覚えておくのが煩わしく

て長続きしませんでした。でも、携帯の家計簿ソフトだとお

金を使った時にすぐ登録ができ、手間もかからずとて

も楽なので今度はちゃんと続きそうです。私と同じよ

うに「家計簿をつけたいけどなかなか続かない」とい

う人は、ぜひ携帯の家計簿ソフトをお試し下さい☆

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

派遣の労働条件向上と働くルールを

08年春闘に向け始めています

「電機労働者懇談会」

生活改善要求アンケート

現
在
、
派
遣
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
は
全
労
働
者
の
33
％

と
な
っ
て
お
り
、
青
年
で
は
２
人
に
１
人
で
す
。
「
低
賃
金

の
た
め
残
業
な
し
で
は
生
活
で
き
な
い
」
「
契
約
打
ち
切
り

に
さ
れ
な
い
よ
う
派
遣
先
の
無
理
な
要
求
も
断
れ
な
い
」
な

ど
、
劣
悪
な
条
件
の
中
で
不
安
や
不
満
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
作
り
出
さ
れ
た
原
因
は
、
大
企
業
の

要
求
に
こ
た
え
る
形
で
、
政
府
が
派
遣
法
の
施
行
（
86
年
）
、

派
遣
業
務
の
原
則
自
由
化
（
99
年
）
、
製
造
業
へ
の
派
遣
解

禁
（
03
年
）
と
、
労
働
者
保
護
の
働
く
ル
ー
ル
を
破
壊
し
て

き
た
か
ら
で
す
。

08
春
闘
に
向
け
て
、
連
合
は
「
非
正
規
社
員
や
低
所
得
層

を
重
視
し
、
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
」
と
し
、
全
労
連
は

「
非
正
規
、
青
年
、
未
組
織
労
働
者
の
要
求
実
現
と
共
同
を

重
視
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
派
遣
で
働
く
人
の
労

働
条
件
向
上
と
働
く
ル
ー
ル
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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人数 日
立
労
組
で
は
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
月
間
（
秋
季

組
織
強
化
月
間
）
の
一
環
と
し
て
、
12
月
を

「
安
全
衛
生
・
交
通
災
害
撲
滅
」
と
設
定
し
、

そ
の
中
で
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
へ
の
強

力
な
取
組
み
」
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
か
は

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

日
立
労
組
の
定
期
大
会
議
案
書
に
よ
れ
ば
、

メ
ン
タ
ル
障
害
で
の
休
業
者
数
は
、
03
年
の

１
０
３
人
に
対
し
06
年
に
は
１
８
７
人
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
04
年
に
成
果
主
義
賃
金
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
メ
ン
タ
ル
障
害
の
増

加
の
重
要
な
要
因
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

抜
本
的
な
対
策
と
し
て
は
、
人
員
増
に
よ

る
ノ
ル
マ
の
軽
減
、
労
働
時
間
短
縮
、
成
果

主
義
の
廃
止
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

あ
ー
あ
、
つ
い
に

「
プ
リ
ウ
ス
」
生
産
停
止

10
月
23
日
、
日
立
は
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
Ｐ
Ｃ
「
プ
リ
ウ
ス
」
の
開
発
・

生
産
を
停
止
し
た
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
Ｐ
Ｃ
「
フ
ロ
ー

ラ
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
Ｈ
Ｐ
へ

の
生
産
委
託
を
し
て
い
ま
す
が
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
Ｐ
Ｃ
の
自
社
開
発
・

生
産
は
継
続
し
ま
す
。
職
場
で
は
、

夏
モ
デ
ル
ま
で
で
開
発
を
終
了
し

た
た
め
、
設
計
開
発
部
門
の
人
が

別
事
業
部
へ
転
勤
と
な
っ
た
り
、

関
連
会
社
へ
の
出
向
、
関
連
会
社

の
人
の
異
動
な
ど
で
激
減
し
、
座

る
人
の
い
な
い
席
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
在
籍
は
し
て
も
、

ほ
と
ん
ど
テ
レ
ビ
関
係
の
工
場
な

ど
へ
行
っ
て
仕
事
を
す
る
人
が
増

え
て
お
り
、
職
場
に
残
っ
て
い
る

人
は
「
プ
リ
ウ
ス
」
後
の
こ
と
が

定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
生
産
停
止
は
残
念
な

こ
と
で
す
が
、
会
社
が
「
プ
リ
ウ

ス
」
後
の
体
制
や
各
人
の
役
割
を

明
確
に
し
て
、
早
急
に
従
業
員
の

不
安
を
な
く
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

日
立
・
横
浜

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
検
出

過
去
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
用
し
た
変

圧
器
な
ど
を
製
造
し
て
い
た
、
旧

国
分
工
場
の
南
側
表
層
土
壌
と
グ

ル
ー
プ
内
の
敷
地
の
地
下
水
か
ら

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
会

社
は
10
月
19
日
、
工
場
敷
地
と
隣

接
す
る
日
製
多
賀
病
院
に
、
遮
水

壁
お
よ
び
揚
水
設
備
・
排
水
処
理
・

土
壌
処
理
設
備
を
設
置
し
浄
化
す

る
と
発
表
し
、
翌
日
の
新
聞
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
「
昔
か
ら
う
わ

さ
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
今
回
の
発

表
が
あ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
」
「
飲
ん
で
い
る
工
場
の
井
戸

水
は
大
丈
夫
な
の
？
」
「
工
場
建

屋
内
を
通
っ
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル

に
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
浸
透
し
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
？
」
な
ど
心
配
す
る
声

が
あ
り
ま
し
た
。

日
立
／
日
本
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
・
国
分

古
く
て
新
し
い

｢

ア
メ
と
ム
チ｣

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
は
07
年
な
ん
と
し

て
も
赤
字
解
消
を
と
、
な
り
ふ
り

か
ま
わ
ぬ
人
減
ら
し｢

リ
ス
ト
ラ｣

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
、

サ
ン
ノ
ゼ
を
主
に
１
１
０
名
の
ス

タ
ッ
フ
を
即
日
解
雇
の
レ
イ
オ
フ

に
乗
り
出
し
、
こ
れ
に
よ
り
４
５

０
０
万
ド
ル
（
約
５
４
億
円
）
の

固
定
費
を
削
減
で
き
た
と
し
、
こ

れ
を
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
推
し
進

め
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
小
田
原
事
業
所
で
も
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
称
す
る
個
人
面
談
が
始

ま
り
、
中
国
（
シ
ン
セ
ン
）
や
ア

メ
リ
カ
（
サ
ン
ノ
ゼ
）
へ
の
事
業

再
編
成
に
と
も
な
う
各
人
の
「
身

の
振
り
方
」
が
話
し
合
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
の
み
で
は
各
人
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
す
る
と
考

え
た
の
か
、
期
単
位
の
褒
賞
制
度

を
月
単
位
に
改
め
、
成
果
を
上
げ

た
個
人･

グ
ル
ー
プ
に
３
万
円
の

褒
賞
金
を
与
え
る
と
し
ま
し
た
。

「
い
つ
の
時
代
も
考
え
る
こ
と
は

同
じ
だ
な
…
」
さ
め
た
つ
ぶ
や
き

が
印
象
的
で
し
た
。

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ

防
災
訓
練
中
に
急
死

設
計
の
40
代
の
主
任
技
師
が
、

防
災
訓
練
中
に
突
然
倒
れ
、
救
急

車
で
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
ま
ま
死
亡
し
ま
し
た
。
普
段

か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い
た
人

で
、
最
近
は
健
康
も
問
題
が
あ
っ

た
よ
う
で
「
過
労
死
で
は
？
」
と

の
声
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会

に
会
社
や
組
合
も
、
長
時
間
労
働

に
対
す
る
規
制
の
取
組
み
を
始
め

て
い
ま
す
。
一
斉
定
時
退
勤
日
の

設
定
、
夜
11
時
以
降
の
退
場
者
の

氏
名
記
載
、
月
80
時
間
以
上
残
業

者
の
健
康
診
断
な
ど
、
こ
れ
ま
で

も
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、

取
組
み
を
強
化
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
一
人
当
た
り
の
仕
事

量
が
多
い
状
態
で
は
、
焼
け
石
に

水
の
感
も
あ
り
ま
す
。
人
員
増
や

技
術
者
の
育
成
な
ど
、
抜
本
的
な

対
策
が
必
要
で
す
。

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
清
水

いまやサラリーマンの１０％

がうつ病をはじめとした不安障

害（神経症）で苦しんでいます。

精神の弱い人が心の病になると

いうのは大きな誤解で、カラダ

の病気と同様、誰しもがかかり

うる病気です。

うつ病の場合、治るまでの時

間が長く数ヶ月、１～２年の休

養が必要になります。うつ病は、

きちんとした治療を受ければ必

ず良くなる病気です。しかし職

場の理解がえられないために、

多くの病人が適切な医療が受け

られず苦しんでいます。

職場のストレスを対人関係の

葛藤と狭くとらえる人がいます

が、これは大きな認識不足です。

大事なことは長時間労働そのも

のが、うつ病をもたらすことで

す。職場のストレスには、リス

トラ、不安定雇用、出向・転籍、

単身赴任、成果主義のような競

争をあおりたてる賃金制度など

があります。つまり企業の人

事・雇用政策そのものが大き

なストレスといえます。

神経疲労が身体疲労と違う

のは、ぐったりする不快なだ

るさで、休んでいれば回復す

るのではないこと。神経疲労

の回復には積極的休養といっ

て、スポーツや趣味でリフレッ

シュすることが必要になりま

す。何よりも時短がメンタル

ヘルスの向上をもたらします。

メンタルヘルス対策とは病

気の早期発見・早期治療では

ありません。職場での 1人の

発病は、その職場・組織が病

気になっているということを

示しているのであり、メンタ

ルヘルス対策は組織的なもの

であるべきで、予防的な対策

が重要です。

（鈴木安名氏ＨＰ「職場のメ

ンタルヘルス」より抜粋）

増大するメンタル障害

メンタル障害での休業者数
（日立労組の2007年定期大会議案書より）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
？


